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ジオスポートⅡ600形(一般地域用)　取付け説明書
MAF－758　7－980620.①.○

(1)

■構造説明図

Ａ部

φ4×13テクスねじ

■５パネル押さえ

柱キャップ

Ｍ8×60六角ボルト
(セムス)

Ｍ8×25六角ボルト
(Wセムス)

後枠固定部品

Ｍ8×25六角ボルト
(Wセムス)

注意ラベル

後枠固定
裏板

後枠コーナー
キャップ

前枠コーナー
倒れ止め

φ4×14
ナベタッピンねじ
3種

φ4×35
ナベタッピン
ねじ3種

水抜き穴(φ6)
現場加工

■６屋根
パネル

前枠固定裏板

Ｍ8×60六角ボルト
(セムス)

つり材キャップ

■４前枠

■２つり材

■７樹脂カバー

■５はり

ブランドラベル

■５前枠コーナー
固定部品

■５
小母屋

φ4×14ナベタッピン
ねじ3種

φ4×35
ナベタッピンねじ
3種

φ4×35
ナベタッピンねじ
3種

前枠コーナー
キャップ

母屋固定部品

Ｍ8用平ワッシャー
Ｍ8用スプリングワッシャー
Ｍ8用袋ナット

Ｍ8×20六角ボルト
(Wセムス)

前枠固定部品

アンカー棒

ぐり石

■１基礎

■５側枠

■８横材

■２柱

つり材固定部品

つり材キャップ

Ｍ8用平ワッシャー

Ｍ8用スプリングワッシャー

Ｍ8用袋ナット

はりベロ部品

■３後枠

M8×25六角ボルト(Wセムス)

φ4×14ナベタッピンねじ3種

C部

B部

■構造説明図

24・27サイズ：800

30サイズ：900

m

●屋根の上には絶対にのらないでください。転落するおそれがあります。
●積雪が20cmを超える前に雪おろしをしてください。製品破損による被害のおそれがあります。
　雪の重さは雪の状態により大きく変化します。特に春先の雪は重く降雨や湿雪の後などは新雪に比べ3倍位
の重さになります。
※積雪量1cmあたり3kg/m2（比重0.3）で算出しています。（雪おろしの際、絶対に水をかけないでくだ
さい。雪がさらに重くなります。）

注　　　意

注　　　意

●当社指定の付属品以外は取り付けないでください。
●屋根の上に物をのせないでください。
●ボルト・ナット・ねじ等は絶対に緩めないでください。
●積雪時・強風時には製品の補強のため、補助柱を使用してください。
●雪おろしの際、金属製のスコップ等を使用すると屋根材が割れたり傷つく原因になります。プラスチック製の
スコップ等で静かに行なってください。

お　願　い

注意

●製品破損による人への被害、物的損害が想定されますので、下記事項をお守り
ください。
■設置条件
●母屋の屋根からの雪が直接当たらない場所に設置
　してください。
　落雪により製品が破損するおそれがります。
●本製品は一般地域用です。積雪の多い地域には取り
　付けないでください。
　一般地域用600タイプ…積雪20ｃｍ以下の地域
●本製品は地上階に取付ける設計となっております。
　2階以上の高所に取り付けると強風により製品が
　破損するおそれがあります。
●柱の移動は、当社指定範囲内にしてください。
●崖などの高低差のある場所には設置しないでください。
●風当りの強い場所及びサイドスクリーンを付ける場合は補助柱で製品の補強を
するとともに、風にあおられない向きに取り付けてください。
　（前枠を建物側に向けて設置してください。）
　（例1）：丘陵地
　（例2）：田畑・野原・風を妨げる物のない平地に隣接した場所や海岸沿い等
■部材の固定
●タッピンねじの下穴は、指定された下穴より太いドリルを使用しないでください。
●組立てねじ・ボルトは必ず指定のものを使用してください。又、使用中緩まぬ
ように締め付けてください。
■施工時の足場について
●施工時はしっかりと足場を設け、転落などの危険がないよう注意してください。

■お施主様へのお願い

■施工される方へのお願い

●この説明書は施工完了後、施主様へお渡し
ください。

●本説明書で使われているマークには以下の
ような意味があります。

　　　　　・・・

■基礎について
●基礎は当社指定寸法以上にしてください。
●地下埋設物（給排水管など）に影響を及ぼさないようご注意ください。
●寒冷地で凍上のおそれのある地域に取付ける場合には、凍上線の下まで基礎を
設けてください。
●基礎には海砂及び急結剤・凍結防止剤を使用しないでください。柱が腐食する
おそれがあります。
●養生期間は十分（４日～１週間）にとり、養生期間中は重いものをのせたり、
振動させたりしないようご指示ください。
●柱には水抜き穴をあけてください。柱内の水が凍結膨張し、柱が破損するおそ
れがあります。
■絶縁処理について　
●アルミ形材が亜鉛・ステンレス以外の金属と接触する時は、絶縁処理をしてく
ださい。
■屋根パネルについて
●屋根パネルは当社指定の製品をご使用ください。
■施工について
●みだりに改造・変更（階段屋根・母屋への取付け・四周の囲い等）をしないで
ください。
●取付けは専門業者の方が行なってください。専門知識がない方が施工されます
と不具合発生の原因となることがあります。
●シーリング指定個所には必ずシーリング材を充てんしてください。
●水平・垂直は正確に測ってください。直角が出ていないと施工に支障がでるお
それがあります。
●当社指定の付属品以外は取り付けないでください。

取扱いを誤った場合に、使用
者が中・軽傷を負う危険およ
び物的損害の発生が想定され
ます。冒頭にまとめて記載し
ていますので必ずお読みくだ
さい。

ナイロン
ワッシャー



■１基礎の施工

■組立て手順

■墨出し位置

●50サイズ ●57サイズ

■取付け手順(基本タイプ)

■２柱とつり材の取付け

■３柱と後枠の取付け

■４つり材と前枠の取付け

■５はり・側枠の取付け

■５小母屋・パネル押さえの取付け

■６屋根パネルの取付け
■７樹脂カバーの取付け
■８横材の取付け
■９たてどいセットの取付け

■１基礎の施工
●柱埋込み位置を出し、柱基礎
穴を掘り込みます。

■Ａ部詳細図

■Ｂ部詳細図

■２柱とつり材の取付け
●１つり材固定部品・固定部品用座金を柱に取り付
けます。
●２つり材先端につり材キャップをはめ込んだ後、
柱に固定します。
●３柱キャップ・アンカー棒を取り付け、柱を建て
込みます。
※つり材固定部品には、上下があります。底板が
ある方を下にして取り付けてください。

■３柱と後枠の取付け
●１後枠固定部品を柱に取り付けます。
●２後枠に後枠固定裏板を入れます。
●３後枠のけがき線を後枠固定部品の中央に合わせて固定します。
※57サイズ後枠の中央部には柱位置のけがき線はありません。

サイズ呼称

24�

27

30

ｄ

2388

2645

2950

ｄA

2223

2480

2785

(単位：mm)

■４つり材と前枠の取付け
●１つり材先端につり材キャップをは
め込んだ後、前枠固定部品を取り
付けます。

※前枠固定部品取付け後はつり材キ
ャップは固定できません。
●２前枠に、前枠裏板を入れます。
●３前枠固定部品に前枠を引っ掛け、
けがき線同士を合わせてボルト止
めします。

※57サイズ前枠の中央部には、つ
り材位置のけがき線はありません。

■取付け詳細

基礎

前枠固定部品 前枠固定部品

前枠固定部品

Ｍ8×20六角ボルト
(Wセムス)

前枠 前枠

前枠

前枠裏板 前枠裏板

前枠裏板

600

1101 11012800

L＝5002
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600

854 8542080 1920

L＝5708

d d
A

1
6
5

柱

柱

つり材

前枠

はり

側枠

パネル押さえ

屋根パネル

樹脂カバー

横材

小母屋

②

②

③

③

後枠

つり材

※丸付き数字は取付け順序を
　示す。

■Ｃ部詳細図

(2)

②

②

②

①はりと前枠を固定後、
後枠に固定してく
ださい。

※必ず最初に真ん中のはりを
　固定してください。

柱キャップ

柱裏板

つり材固定部品

φ4×14ナベタッピンねじ
3種

つり材

つり材キャップ

Ｍ8用ワッシャー

Ｍ8用スプリングワッシャー

Ｍ8用袋ナット

Ｍ8×60
六角ボルト
(セムス)

Ｍ8×25
六角ボルト
(Wセムス)

底板

柱

固定部品用座金

Ｍ8×25
六角ボルト
(Wセムス)

Ｍ8×25
六角ボルト
(Wセムス)

柱

後枠固定裏板

柱裏板

後枠固定
部品

後枠

つり材
つり材キャップ

Ｍ8×20六角ボルト
(Wセムス)

前枠裏板

前枠

前枠固定部品

Ｍ8用平ワッシャー

Ｍ8用スプリングワッシャー

Ｍ8用袋ナット

Ｍ8×60六角ボルト
(セムス)

※けがき線を
　合わせる

1101
～1251

1101
～1251

柱の移動範囲
2500～2800

704～
1004

704～
1004

1700～2300
柱の移動範囲

1700～2300

※（　）内は、30サイズの基礎穴寸法を示す。

【お願い】57サイズの場合は、つり材とはり
との干渉を避けるため、中央の柱位置を
左右どちらかへずらしてください。

けがき線

※つり材キャップには上
下があります。水抜き
穴側を下にして取り付
けてください。

※つり材キャップには上
下があります。水抜き
穴側を下にして取り付
けてください。



プラスチックハンマー
又は木ハンマー

当て木小母屋

樹脂カバー

はり

前枠

φ4×35ナベタッピンねじ
3種

前枠

樹脂カバー

側枠

シーリング

シーリング

■小母屋の取付け
※パチンと音がするまで
　押し込んでください。

■５はり・側枠・小母屋・パネル押さえの取付け
●１前・後枠にはりを取り付けます。
●２はりの後枠側にはりベロ部品を差し込み、シーリングします。（D部詳細図）
●３前・後枠コーナーキャップにシーリング材を充てんします。
●４側枠に前・後枠コーナーキャップを差し込みます。
●５前・後枠に側枠を取付け、前枠側に前枠コーナー固定部品を取り付けます。
●６小母屋をはりに取り付けます。
●７はりとはり、または側枠の中心に合わせて、後枠にパネル押さえを取り付けます。
●８枠の対角・水平、柱の垂直を出します。

●屋根パネル寸法

■６屋根パネルの取付け
●１屋根パネル端部にグレチャンを取り付けます。
●２前枠に水平に差し込み、後枠側をパネル押さえの

透き間に差し込みます。
●３はり部ののみ込みを左右均等(12mm)にします。

■７樹脂カバーの取付け
●樹脂カバーで屋根パネルを固定します。
●１樹脂カバーの斜めカット側を前枠の透き間につきあたるまで差し込みます。
●２前枠側から長さの3分の1程たたき入れた後、後枠側を差し込み、全体をたたき

入れます。
●３前枠のボルトホールに前枠コーナー倒れ止めのツメを引っかけて、樹脂カバーの

上から側枠に固定します。（E部詳細図参照）
●４前枠側の透き間をシーリングします。
※必ず形材と樹脂カバーのはめ合わせ位置があっている事を確認してください。
※必ず当て木をし、プラスチックハンマー又は、木ハンマーでたたき入れてくださ

い。

■９たてどいセットの取付け
●１後枠両端にある水抜き穴

のどちらかにたてどいセ
ットを取り付けます。
●２もう一方の水抜き穴に雨

どいアタッチメント(穴ふ
さぎ)を取り付けます。

(単位：mm)

●シーリング個所
〔前枠コーナーキャップ〕

〔後枠コーナーキャップ〕

■Ｄ部詳細図 はりベロ部品

φ4×13テクスねじ

はりベロ部品

後枠

後枠コーナーキャップ

φ4×14
ナベタッピンねじ

3種

パネル押さえ

Ｗ

φ4×14ナベタッピンねじ
3種

φ4×14ナベタッピンねじ
3種

φ4×14ナベタッピン
ねじ2種

後枠
シーリング

はり

シーリング

シーリング

■８横材の取付け
横材を下図の矢印の範囲に取り付けます。
●１横材に横材エンドキャップを差し込みます。
※横材エンドキャップは横材を取り付けた後からは取り付けられませんのでご注意ください。
●２φ3.5mmのよく切れるキリで樹脂カバーに横材の写し穴で穴を開けます。
※横材は母屋の真上に取り付けられませんのでご注意ください。
●３横材をねじで固定します。

(3)

※はりベロ部品は、端を押して取り付けてください。

サイズ呼称 Ｗ

24

690

2130

27 2391

30 2701

■E部詳細図E部

はり

母屋固定部品

小母屋

D部

前枠

前枠コーナーキャップ

側枠

前枠コーナー
固定部品

はり

φ4×14
ナベタッピンねじ
3種

雨どい
パッキン

φ4×35ナベタッピン
ねじ3種
ナイロン
ワッシャー

横材エンドキャップ
横材

横材

側枠

前枠

24：620

27：675

30：755

24：620

27：675

30：755

この範囲
に取付け

Ｍ4×14
トラス小ねじ

エルボ（95°）

たてどい

接着剤塗布

エルボ（95°）

Ｍ4×14
トラス小ねじ
（現場穴あけφ3.4）

たてどい

エルボ（95°）

雨どいアタッチメント 

でんでん

雨どいアタッチメント
(穴ふさぎ) 

Ｍ4×14
トラス小ねじ

雨どいパッキン

前枠コーナー倒れ止め

前枠

前枠コーナー倒れ止め

前枠コーナー
固定部品

φ4×35ナベタッピン
ねじ3種



B3size(364×515)

Ｍ合掌棟木

Ｍ合掌棟木裏板

M8用平ワッシャー

M8用スプリング
ワッシャー

つり材キャップ

つり材 Ｍ8×20六角ボルト
(Wセムス)

Ｍ合掌棟木
固定部品

Ｍ8×60六角ボルト
(セムス)

M8用袋ナット

※けがき線を
　合わせる

φ4×14
ナベタッピンねじ
3種

φ4×14ナベタッピンねじ
3種

φ4×35
ナベタッピン
ねじ3種

側枠

Ｍ合掌棟木
キャップ

樹脂カバー

Ｍ合掌
エンドキャップ

F部

■Ｍ合掌の取付け手順

■基礎の施工
●柱埋込み位置を出し、柱基礎穴を掘り込みます。
※基礎構造については構造説明図を参照してくださ
い。

【お願い】57サイズの場合は、つり材とはりとの干渉を
避けるため、中央の柱位置を左右どちらかへずらして

■Ｍ合掌部の取付け
●１つり材先端につり材キャップをはめ込んだ後、
Ｍ合掌棟木固定部品を取り付けます。
●２Ｍ合掌棟木に、Ｍ合掌棟木裏板を入れます。
●３Ｍ合掌棟木固定部品にＭ合掌棟木を引っ掛け、
けがき線同士を合わせてボルト止めします。
●４Ｍ合掌エンドキャップおよびＭ合掌棟木キ
ャップにシーリング材を充てんします。
●５Ｍ合掌棟木にＭ合掌エンドキャップを差し
込み、側枠を取り付けます。
※Ｍ合掌部以外の取付けについては基本タイ
プを参照してください。
※M合掌には、前枠コーナー固
定部品,前枠コーナー倒れ止
めは必要ありません。

サイズ呼称

24-24

27-27

30-30

dc

4723

5238

5848

dB

4393

4908

5518

(単位：mm)

■Ｙ合掌の取付け手順

■基礎の施工
●柱埋込み位置を出し、柱基礎穴を掘り込みます。
※基礎構造については構造説明図を参照してください。
※（　）内は30サイズ基礎穴寸法を示す。

■57サイズＹ合掌屋根アタッチメント加工図（取付け位置）

●Ｙ合掌屋根アタッチメント(A)

●Ｙ合掌屋根アタッチメント(B)

■Ｙ合掌部の取付け
【お願い】57サイズの場合は、つり材とはりとの干渉を避け
るため、中央の柱位置を左右どちらかへずらしてください。
●１57サイズの場合はＹ合掌屋根アタッチメントを加工します。
●２Ｙ合掌屋根アタッチメントを後枠にのせ、テクスねじで固
定します。

※柱との透き間にシーリング材を充てんしてください。
●３Ｙ合掌屋根固定部品とＹ合掌屋根アタッチメントの透き間
にシーリング材を充てんします。
●４Ｙ合掌屋根固定部品とＹ合掌屋根キャップをY合掌アタッチ
メントの上に乗せ、それぞれ固定します。
●５Ｙ合掌屋根をＹ合掌屋根アタッチメントの上にテクスねじ
で固定します。

※Ｙ合掌屋根とＹ合掌屋根固定部品との透き間ａは、左右均
等(3mm)にしてください。

※Ｙ合掌部以外の取付けについては基本タイプを参照してく
ださい。

サイズ呼称

24-24

27-27
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※（　）内は、30サイズ基礎穴寸法を示す。



●墨出し位置

●前・後枠加工図(縦連棟側)

●Ｍ合掌棟木加工図
　(縦連棟側) ●後枠加工図

　(縦連棟側)

〔前枠〕

〔後枠〕

〔横材〕

■縦連棟の取付け手順

■縦連棟(Ｍ合掌)の取付け手順

■基礎の施工
●柱埋込み位置を出し、柱
基礎穴を掘り込みます。

※基礎構造については構造
説明図を参照してくださ

■縦連棟部(M合掌)の取付け
●１Ｍ合掌棟木・後枠(縦連棟側)・横材を加工します。
●２縦連棟部にシーリング材を充てんし、図に従って連棟します。
※後枠・横材については、上記を参照してください。

■縦連棟(Ｙ合掌)の取付け手順

■縦連棟部(Ｙ合掌)の取付け
●１前・後枠(縦連棟側)・横材を加工します。
●２Ｙ合掌屋根キャップ(縦連棟側)をポンチ穴に合わせて加工します。
●３縦連棟部にシーリング材を充てんし、図に従って連棟します。
※前枠・横材については、上記を参照してください。

■縦連棟部の取付け
●１前・後枠(縦連棟側)・横材を加工します。
●２縦連棟部にシーリング材を充てんします。
●３前枠連棟スリーブ材と前枠、後枠連棟スリーブ材Ａ・
Ｂと後枠を固定します。
●４はりを取り付けます。
●５前枠連結部の使用しない穴に穴ふさぎシールを張ります。
●6屋根パネルの施工後、横材を横材連結金具で連結します。
※縦連棟部以外の取付けについては基本タイプを参照して
ください。
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〉【お願い】57サイズの場合は、

つり材とはりとの干渉を避け
るため、中央の柱位置を左右
どちらかへずらしてください。

穴ふさぎ
シール

穴ふさぎシール
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※本図はｄ＝２４サイズを示す。

　ｄ＝２７サイズは（　　）内に、

　ｄ＝３０サイズは〈　　〉内に示す。

※本図はｈ＝１９サイズを示す。

　ハイル－フ仕様は＜　＞内に示す。

※本図はｄ＝２４サイズを示す。

　ｄ＝２７サイズは（　　）内に、

　ｄ＝３０サイズは〈　　〉内に示す。

※本図はｈ＝１９サイズを示す。

　ハイル－フ仕様は＜　＞内に示す。

※本図はｄ＝４８サイズを示す。

　ｄ＝５４サイズは（　　）内に、

　ｄ＝６０サイズは〈　　〉内に示す。

※本図はｈ＝１９サイズを示す。

　ハイルーフ仕様は〈　〉内に示す。

●切断位置

●中間部 ●連棟部

●端部

※本図はｄ＝２４サイズを示す。ｄ＝２７サイズは（　　）内に、ｄ＝３０サイズは〈　　〉内に示す。

※本図は　＝５０サイズを示す。　＝５７サイズは《　》内に示す。
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